
「手をつなぐ親たち」53号  ① 

新年度のごあいさつ  

 

 会員の皆様、福祉関係者の皆様には、日頃から山形県手をつなぐ育成会の活動

にご支援ご協力をいただき心から感謝申し上げます。 

 

 さて、今、私たちは、思いもよらなかった新型コロナウイルス感染症による世界的な

規模の健康危機や経済危機に見舞われており、この感染症の蔓延を防止するため、

そして、とりわけ感染症に弱い立場の知的しょうがい者を守るため全国手をつなぐ育

成会連合会を中心に各地の手をつなぐ育成会において対策に努めてまいりました。 

 

 しかしながら、この感染症は、総会や理事会、研修会の開催に影響を及ぼすととも

に、県知的しょうがい者福祉大会、知的しょうがい者レクリエーション大会等の諸事

業を中止とせざるを得ない状況を引き起こしました。これらのことは大変残念なこと

でした。 

 

 新年度に入った今、山形県においても独自の「緊急事態宣言」が出されるなど、こ

の感染症は、衰えるどころか変異株として拡大の一歩を辿り、終息の時を見通せな

い状況にあります。そのため、今年も、諸会議や諸事業開催の可否や、開催する場合

の内容等について慎重に検討する必要に迫られています。 

 

 そのような中、コロナへの感染防止対策をしっかりと行い、今は力を蓄えておくこと

が大事だと思います。そして、活動の停滞を最小限に止めるため、各地域において

「新しい生活様式」に基づいた行事の持ち方やオンライン機器、ＤＶＤの活用など創

意工夫が必要と考えております。 

 

 誰もがありのままで生きられる社会の実現に向け、このような時だから、なおのこと

皆様との“きずな”を強くして一歩ずつ前進してまいりましょう。 

 

    一般社団法人 山形県手をつなぐ育成会  理事長 阿部 高之（２０２１年４月） 

 秋桜が風に揺れる美しい季節となりました。  

ワクチン接種も進んできていますが、まだまだコロナ

禍にあり、これからも1人ひとりの感染対策を怠らな

いようにしていかなければなりません。第53号より、

各地区の事業所、施設紹介を始めていきたいと思いま

す。この度、作成にご協力頂いた皆さんに感謝申し上

げます。今後も皆さんからの投稿お待ちしております。 

（広報委員 高橋 郁子） 
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 広報誌「手をつなぐ親たち」の表

紙を飾る作品を募集しております。

ご家庭で、通所先の事業所で、学校

で・・・。 

さまざまな場所で作られた作品を表

紙に掲載してみませんか。 

みなさまからの作品をお待ちしてお

ります。 

表紙の作品募集 

研修用DVDを貸出します！ 
 全育連より配布していただいたDVD等 
県事務局にて保管中のDVDを可能な限り
貸出致します。支部や地域での勉強会など
にご活用ください。 
ご希望の方は県事務局まで連絡ください。 
（山形県手をつなぐ育成会事務局 

  電話023-623-6572） 

一般社団法人 山形県手をつなぐ育成会 広報誌 

 〈内閣府（防災担当）・消防庁HP より抜粋〉 
④ 「手をつなぐ親たち」53号  

防災情報確認しましょう！ 

写真：社会福祉法人愛泉会作品展 
    「わくわく・ひょうげんの泉」より 



 

 

 娘は、毎日「就労支援Ｂ型事

業所」に通い、仲間と楽しく作

業しております。 

国の指針には「施設入所から地

域生活への移行」という文言が

ありますが、親が介護される身

となったらどうなるものでしょ

うか？「グループホーム」も極

端に少ない地域があり、あって

も空きが無いのが実情です。 

（尾花沢市手をつなぐ育成会 

会長 小松 幸男） 

施設・事業所コーナー 

「村山市にも障がい者の施設を」との声から県や市の協力

のもと、平成25年に多機能型事業所として開所しました。

どんな障がいがあっても、その人らしく就労できる就労継

続支援Ｂ型と、常時介護が必要な方が日常生活を楽しく過

ごす生活介護、また、一般就労を目指す方の訓練の場とし

て就労移行支援を行っています。平成29年には、一般就労

できた方が長く働き続けることをサポートする、就労定着

支援を始めました。障がいがあっても生き生きと生活でき

るよう、総合的に支援を行っています。 

多機能型事業所 わっしょい！ 

 

就労支援センター こすもすの家 

（村山市社会福祉協議会 総合福祉センター 施設長 安藤 善宏 ） 

 こすもすの家は東根市の東部地区に位置し、周辺は、

さくらんぼをはじめ、多くの果樹畑が存在する自然豊か

な環境にあります。花苗等育成販売の農園芸事業や縫製

事業の自主製品製作販売や企業からの受託事業（プラ

スッチック製品仕上げ、工作機械部品組立、照明器具組

立、くるみ割り 等）の作業訓練を通じて、一般就労や

社会参加を目指しています。社会人としての利用者の自

立と自己の意思決定を尊重し、毎日通いながら地域社会

と交流し、働く喜び、働きがいを感じられるよう、また、

笑顔で日々を過ごせるように心がけています。 

（社会福祉法人東根福祉会 就労支援センターこすもすの家 施設長 小松 隆浩） 

会員のお子さんが利用している 

施設・事業所の紹介コーナー！ 

今回は北村山地区からの紹介です。 

メダルのように輝く笑顔 
  「レクレーション交流会」 

 北村山地区手をつなぐ育成会では、県委託事業の「レクレーション 

大会開催事業」を「北村山地区レクレーション交流会」として、例年、

本会が主管となり開催しています。 

 目的は、『レクレーションを通して社会的生活能力の向上を図り、地

区内の本人同士、親同士、ボランティア等と交流を深め、社会参加の促

進を助長する。』としていますが、キーワードは 

“メダルのように輝く笑顔”。 

 内容は、〔レクレーション交流〕〔昼食交流〕〔カラオケ交流〕。 

〔レクレーション交流〕は、県障がい者スポーツ指導員の指導と地元 

ボランティアの協力によるフライングディスクのチーム対抗ゲーム。 

・ディスクでペットボトルを倒すペットポーン 

・９つの的を射抜くディスゲッター  

・得点の違う箱にディスクを投入するボックスターゲット 

等でチームごとの得点を競います。上手くいくと飛び上がって喜び、 

チームメイトとハイタッチ！。チームごとの順位は決めますが、メダル

は参加者全員金メダル。 

〔昼食交流〕は参加者の要望により、毎年同じメニューの牛丼とエビフ

ライ。「みんなで食べると美味しい」とエビフライを頬張る姿は見てい

て微笑ましいです。 

〔カラオケ交流〕は、自慢ののどを披露する絶好のチャンス。ノリノリ♬

で歌う姿をみてみんな笑顔になり、毎年順番待ちの行列ができるほど大

好評です。ここ数年は要望を聞きながら金メダルと牛丼とエビフライと

ノリノリの歌♬にこだわり、参加者全員が“メダルのように輝く笑顔” 

になれるように開催しています。 

 令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響で開催を断念しました

が、一日も早くハイタッチとみんなでカラオケ、みんなで会食ができる

ような社会が戻ることを願っています。 

（東根市手をつなぐ育成会 事務局 黒沼 好和） 

２０２０年度 決算書 

会員さんの声 

② 「手をつなぐ親たち」53号   「手をつなぐ親たち」53号  ③ 

（収入の部） （単位：円）（支出の部） （単位：円）

収入額 支出額

1,936,000
1,897,730
1,175,630

265,149

5,274,509 支出合計 5,274,509

委託料
補助金等
雑収入

収入合計

事業費支出 839,532

会費
科目

管理費支出 4,434,977
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